
東
京
芸
術
大
学
は
、
専
門
学
校
で
あ
っ
た
東
京
美
術
学
校
と
東
京
音
楽
学
校
が
昭
和
二
十
四
年
に
新
制
大
学
と
し
て
統
合
さ
れ
た
、

学
で
あ
り
ま
す
。

東
京
美
術
学
校
の
草
創
は
明
治
十
七
年
に
文
部
省
に
置
か
れ
た
図
画
調
査
会
に
渕
り
、

東
京
美
術
学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。

わ
が
国
唯
一
の
国
立
の
芸
術
大

東
京
音
楽
学
校
は
明
治
十
二
年
、
文
部
省
に
音
楽
取
調
掛
が
置
か
れ
た
の
が
そ
の
始
め
で
、
明
治
一
一
十
年
に
東
京
音
楽
学
校
と
改
称
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
一
時
期

東
京
高
等
師
範
学
校
の
附
属
音
楽
学
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
三
十
二
年
に
は
再
び
独
立
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
両
校
の
発
祥
の
経
過
は
異
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
明
治
二
十
年
に
は
と
も
に
文
部
省
直
轄
学
校
と
し
て
学
校
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

以
後
今
日
に
い
た
る
道
は
必
ず
し
も
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
に
当
た

っ
た
先
輩
諸
氏
の
努
力
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人
材
を
養
成
し
、

分
野
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

わ
が
国
の
芸
術
の

昭
和
六
十
二
年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
本
学
は
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
同
年
よ
り
わ
が
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
の
刊
行
を
は
じ
め
ま
し
た
。
以
来
十

年
を
経
て
本
巻
を
刊
行
す
る
い
ま
、
永
年
の
願
望
で
あ
り
ま
し
た
新
奏
楽
堂
が
平
成
九
年
の
完
成
を
目
指
し
、

し
上
げ
ま
す
。

平
成
九
年
三
月 ご

あ
い
さ

つ

ま
た
、
芸
大
美
術
館
も
平
成
十
年
の
竣
工
予
定
で
現
在

工
事
が
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
本
学
は
こ
こ
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
百
年
に
渡
る
資
料
を
調
査
収
集
し
編
纂
す
る
こ
と
は
大
変
に
有
意
義
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
に
長
期
の
時
間
と
努
力
を
費
や
さ
れ
た
方
々
と
御
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
大
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申

翌
十
八
年
、
そ
の
決
議
に
よ
り
文
部
省
図
画
取
調
掛
が
発
足
、
明
治
二
十
年

学

長

澄

川

喜

ごあいさつ





既
刊
の
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

・
東
京
美
術
学
校
篇
第
一
巻
、
第
二
巻
に
次
い
で
、
こ
こ
に
漸
く
第
三
巻
の
刊
行
に
至
り
ま
し
た
。
本
巻
に
は
大
正
九
年
か
ら
昭
和

二
十
七
年
ま
で
の
東
京
美
術
学
校
が
資
料
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
名
校
長
と
言
わ
れ
た
正
木
直
彦
の
も
と
に
わ
が
国
唯
一
の
国
立
美
術
学

校
と
し
て
の
体
制
を
樹
立
し
た
同
校
が
、
美
術
界
や
教
育
界
そ
の
他
諸
般
の
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

つ
つ
教
育

・
研
究
活
動
を
展
開
し
、
戦
時
下
の
抑
圧
さ
れ
た
暗
い

時
代
を
経
て
、
や
が
て
美
術
の
学
園
と
し
て
の
姿
を
取
り
戻
す
ま
で
の
長
い
期
間
に
あ
た
り
ま
す
。
記
述
に
は
膨
大
な
資
料
が
土
台
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
戦
時
下
お
よ
び
終
戦
直
後
の
、
記
録
資
料
に
乏
し
い
時
期
に
関
し
て
も
、
各
方
面
の
ご
協
力
を
得
て
極
力
資
料
を
集
め
、
時
代
の
推
移
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
編

集
の
配
慮
か
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
時
期
の
希
有
な
記
録
資
料
で
あ
る
『
上
野
直
昭
日
記
』
も
別
巻
と
し
て
同
時
に
刊
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
内
容
が
よ
り
密
度

本
巻
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
創
立
以
来
六
十
五
年
間
の
学
校
の
歴
史
を
通
観
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
編
集
に
携
わ
っ
た
方
々
の
ご
苦
労
を
思
い
、

た
、
御
協
力
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
と
同
時
に
、
本
書
が
広
く
読
ま
れ
、
お
役
に
た
っ
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

平
成
九
年
三
月

の
高
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

美
術
学
部
長

大

沼

映

夫

ま

面 ごあいさつ




